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 本日はご多用のところ、お集まりいただき、

誠にありがとうございます。

 ２０１７年度第３四半期決算概要につき、ご説明申し上げます。
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 初に、今回の決算発表のポイントです。

 第３四半期も、上期に引き続き増収増益を達成しました。

 売上高は、

オートモーティブや、

車載・産業分野へ転地を進めている

インダストリアルが牽引し、増収となり、

 営業利益は、

インダストリアルが堅調に推移したことにより、増益。

 年間見通しについては、

売上高の上方修正に加え、インダストリアルの増益等により、

営業利益と税引前利益を上方修正。

 純利益については、

税引前利益の増加や、法人税等の良化により、

５００億円上方修正いたします。

 この上方修正に伴い、

年間の配当予想につきましては、

前年から５円引き上げ、３０円とさせて頂きます。
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 続きまして、

第３四半期の決算概要をご説明いたします。
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 第３四半期の連結業績は、ご覧のとおりです。

 売上高は、前年同期比１０９％、増収となりました。

為替や新規連結を除く実質ベースでも、

「５四半期」連続で増収となり、実質増収の基調が続いております。

 営業利益は、２２５億円増益の１，２０１億円、

税引前利益は、２１３億円増益の１，１８７億円、

純利益は、１７２億円増益の８１２億円となりました。

 なお、第３四半期累計の実績については、

プレゼンテーションの参考情報に記載しておりますので、

ご参照下さい。

 それでは、第３四半期実績について、説明してまいります。
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 こちらは、

売上の増減要因を「売上開示事業単位」ごとに示しております。

 第３四半期も、

インフォテインメントや、フィコサの新規連結により、

オートモーティブが大きく増収となりました。

 また、車載・産業向けデバイスが堅調なインダストリアル、

車載電池が成長したエナジー、

実装機の販売が伸びたプロセスオートメーションなどが、

増収に貢献しております。
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 次に、営業利益の増減要因を要素別に説明いたします。

 まず、売上の着実な成長により、２５０億円の増益となりました。

 上期に引き続き、

銅などの原材料高騰のマイナス影響を受けましたが、

この影響を 小化すべく、合理化等の取組みを推進しました。

 さらに、固定費については、見直しや管理を強化することで、

１０４億円の増加に留めましたが、

車載等成長事業に対する投資は実行いたしました。

 その他損益は、

主に法務関連費用引当金の見直し等により良化し、

 営業利益全体では２２５億円の増益となりました。
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 こちらは、「売上開示事業単位」で、

増減要因を示したものです。

 事業から創出される利益については、

 エアコンは、原材料高騰の影響を受け減益、

 インダストリアルは、

高成長事業であるメカトロニクスの利益成長に加え、

デバイスソリューションなどの収益改善が進み、

大きく増益となりました。

 これらに加え、

プロセスオートメーション、オートモーティブ、エナジーにおいても、

それぞれの事業が堅調に推移し、増益となりました。
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 こちらは、営業利益から純利益までの損益の詳細です。
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 セグメント別の実績はご覧のとおりで、

全カンパニーで増収増益となりました。

 詳細は、次のページ以降で説明いたします。
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 初に、アプライアンス、製販連結ベースの実績です。

 売上は、為替を除く実質ベースで、

前年並みとなりました。

 エアコンや、食品流通、スモール・ビルトインが

堅調に推移したものの、

 メジャーは、

日本の流通在庫調整の影響等により減収、

 ＡＶＣは、日本でのホームエンターテインメントの苦戦等により、

減収となりました。

 営業利益は、エアコンなど白物家電を中心に、

原材料価格高騰の影響を受けておりますが、

食品流通の増販益や、好調な美容家電などの貢献により、

全体では増益となりました。
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 次に、エコソリューションズです。

 売上高は、為替を除く実質ベースで、

前年比１０４％となりました。

 特にエナジーシステムでは、国内外の電設資材が好調に推移し、

売上が大きく成長しました。

 事業から創出される利益は、

価格下落や、資材価格高騰の影響により、

減益となりましたが、

前年に品質対応費用を計上した反動により、

営業利益全体では増益となりました。
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 続いて、コネクティッドソリューションズです。

 売上高は、為替を除く実質ベースで、

前年比１０６％となりました。

 アビオニクスは、

機内エンターテインメントの納入時期の期ずれにより、

減収となったものの、

 プロセスオートメーションは、

自動車業界やＩＣＴ業界向けの実装機の販売が堅調に推移し、増収、

 モバイルソリューションズは、

日本でのノートパソコンや決済端末などが貢献し、増収となりました。

 営業利益は、

プロセスオートメーションの増販益や

メディアエンターテインメントの機種構成良化、

法務関連費用引当金の見直しなどにより、

大幅な増益となりました。
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 後は、オートモーティブ＆インダストリアルシステムズです。

 売上高は、為替を除く実質ベースで

前年比１１５％となりました。

 オートモーティブは、

インフォテインメントの成長やフィコサ新規連結に加え、

カメラ・ソナーなどのＡＤＡＳ関連が好調に推移し、

増収となりました。

 エナジーは、車載電池が円筒形および角形ともに増収、

 インダストリアルは、産業向けのモータやＦＡセンサ、

環境車向けのフィルムコンデンサなどが牽引し、

増収となりました。

 営業利益は、

品質対応費用などの一時損失が発生したものの、

デバイスの収益拡大や車載電池の増販益などにより、

事業からの利益は大きく改善しました。
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 続いて、２０１７年度年間業績見通しについてご説明します。
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 売上高は、オートモーティブなどが牽引し、

期初公表値から１，５００億円上方修正の

７兆９，５００億円、

 営業利益は、インダストリアルなどの貢献により、

１５０億円上方修正し、３，５００億円といたします。

 当期純利益は、

税引前利益の増加に加え、

法人税の良化や、

非支配持分利益の控除額が減少したこと等により、

５００億円上方修正し、２，１００億円といたします。
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 売上高の修正要因は、ご覧のとおりです。

 オートモーティブは、

インフォテインメントにおいて、

日米での販売が伸張したことに加え、

フィコサも堅調に推移しております。

 インダストリアルは、

車載・産業向けに転地を進めてきており、

今期はメカトロニクスを中心に、

大きく売り上げを伸ばしました。

 プロセスオートメーションは、

ＩＣＴ業界向け実装機の販売が、

当初の想定を上回りました。

 エナジーについては、

北米における車載電池販売の期ずれを、

見通しに反映いたしました。
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 続いて、営業利益の修正要因です。

 その他損益については、

法務関連費用引当金の見直しなどにより、

５０億円良化しました。

 事業から創出される利益は、

インダストリアルなどの増販益が牽引し、

１００億円上方修正いたします。

 オートモーティブやエナジーの利益が、

短期的には大きく下振れしましたが、

インダストリアル等の利益成長により、

その影響を吸収することができました。

 このように、収益を着実に伸ばしている事業が、

中長期の車載事業戦略を、

支える構図となっております。
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 こちらでは、

前年からの営業利益の改善状況を示しております。

 その他損益については、

その改善に注力していることもあり、

前年から、２１８億円改善する見通しです。

 また、事業から創出される利益については、

転地を進めているインダストリアルや、

高成長事業として取り組みを進めている

オートモーティブ、エナジーが、着実に成長しており、

前年から、５１４億円増益となる見通しです。
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 こちらはセグメント別の見通し修正です。

 アプライアンスは、

売上高を上方修正、

一方、営業利益は、原材料高騰の影響等により下方修正、

 コネクティッドソリューションズは、

好調なプロセスオートメーションの状況等を反映し、

売上、営業利益ともに上方修正、

 オートモーティブ＆インダストアルシステムズは、

インフォテインメントの販売伸長により、

売上高を上方修正、

一方、営業利益は、車載電池の販売計画を見直し、

下方修正いたします。
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 こちらは、大規模６事業部とテレビ事業部の見通し修正です。

 インフォテインメントは、売上は上方修正するものの、

営業利益については、

一時損失や、新製品の垂直立ち上げに伴う

追加的コスト等の発生により、下方修正いたします。

 このようなオペレーション上の課題については、

正常化に向けた取り組みを、引き続き推進してまいります。

 二次電池は、

北米での車載電池事業の販売計画の見直しを受け、

売上、営業利益ともに下方修正いたします。

 今期は、販売時期に期ずれが生じておりますが、

引き続き北米では車載電池への旺盛な需要がございます。

来年度以降も、お客様と密接に連携しながら、

着実に車載電池の生産・供給をしてまいります。

19
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 後に、今期の配当予想についてご報告申し上げます。

 本日発表致しました純利益の上方修正に伴い、

今年度は、前年配当実績から５円引上げ、

年間配当を３０円とする予定です。
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 ご説明は以上となります。

 引き続き、

当社への一層のご理解とご支援をお願いいたします。



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 22



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 23



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 24



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 25



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 26



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 27



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 28



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 29



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 30



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 31



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 32



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 33



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 34



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 35


